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振
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　̈
　
ニ
シ
ン
の
神
様
と
し
て
、
こ
の
地
　
え
な
が
ら
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
弱
小
組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヽ
　
　
　
「

ギ
鍬
“鋼報
“螺
鏑
群
蝉‥鈴
“電三
勇
北鵡
協繋
読
装
載
数
に発
罫
訴
‥
皇
言
‥
‥
‥
‥
執

:こ としの主なる :
!工 事 と 事 業 :

元
漁
港
の
管
理
は
こ
ん
ど
県
が
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
と
も

な

っ
て
、
成
田
昇
さ
ん
宅
付
近
の
護
岸

の
前
に
大
脚

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク

（
テ
ト
ラ
ポ
ノ
ト
の
よ
う
な
も
の
）
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
事

費
は
六
百
万
円
で
す
り
ま
た
、
十
三
漁

港
の
物
あ
げ
場
を
予
算
三
百
万
円
で
新

設
し
ま
す
。

△
海
岸
保
全
関
係
＝
昭
和
三
十
九
年

度
で
磯
松
海
岸
の
護
岸
四
六
〇
済
が
終

わ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
と
し
は
脇
元
海

岸
の
餞
岸
七
〇
〇
崩
を
設
置
す
る
よ
う

県
と
接
渉
し
、
ち
か
く
現
地
調
査
が
お

準
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
農
漁
民
の

生
産
基
盤
の
育
成
強
化
を
は
か

っ
た
こ

お

も
な
り
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

◎
教
育
関
係

・
脇
元
公
民
館
新
築

一
五
〇
万

（継
続

二
四
〇
万
円
）

・
教
員
住
宅
建
設
三
戸
三
四
〇
万

・
「
学
統
合
調
査
費
二
〇
万

ｏ
農
協
育
成
七
〇
万

（
五
年
間
で
二
五

〇
万
円
）

・
農
業
振
興
事
業
三
六
〇
万

（放
牧
、

草
地
造
成
、
営
農
指
導
）

・
農
業
構
造
改
善
事
業
調
査
費
二
四
万

・
部
分
林
造
成
事
業
九

一
万

◎
土
木
関
係

・
太
田
本
線
道
路
改
良
四
八
万
（
買
収
）

・
管
内
林
道
補
修

一
一
八
万

こ
と
し
行
な
う
土
　
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
着

木
関
係
の
工
事
や
事
　
工
は
お
そ
く
と
も
六
月
こ
ろ
と
思
わ
れ

業
に
つ
い
て
は
、
新
　
ま
す
。

年
度
の
予
算
で
も
ふ
　
　
△
道
路
関
係
＝
営
林
局
が
大
田
に
林

れ
ま
し
た
が
、
村
や
　
道
二
、
五
〇
〇
済
を
つ
く
る

こ
と
に
な

県
と
交
渉
の
結
果
次
　
っ
た
の
で
、
鏡
～
太
田
線
と
旭
～
第
二

の
と
お
り
行
な
う
こ
　
太
田
開
拓
の
道
路
を
併
用
道
と
し
て
つ

と
に
な
り
ま
し
た
。
　

か
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
維
持
管
理

△
漁
港
関
係
＝
脇
　
費
は

一
三
四
万
三
、
〇
〇
〇
円
で
す
。

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ア
ヮ
ビ

△
学
校
と
社
会
教
育
関
係
＝
脇
元
公
　
を
ふ
や
す
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
す
。

民
館

（
一
一
九
坪
）
を
予
算
四
六
万
円
　
ま
た
、

内
水
面
の
漁
業
を
さ
か
ん
に
す

で
建
て
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
て
き
　
る
た
め
十
三
湖
に
ヮ
カ
サ
ギ
と
シ
ジ
ミ

あ
が
れ
ば
社
会
政
育
や
新
生
活
運
動
な
　
員
を
ふ
や
す
こ
と
に
な
り
、
予
算

一
五

ど
大
き
な
役
割
り
を
果
た
す
こ
と
て
し
　
万
円
を
み
こ
ん
て
い
ま
す
。
同
じ
く
十

よ
う
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
硼
の
防
波
堤
に
ノ
リ
を
増
殖
す
る
た

せ

っ
か
く
、

り

っ
ば

な
先
生
に
来
て
　
め
五
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま

い
た
だ
い
て
も
入
る
住
宅
が
な
い
と
困
　
し
た
。

ま
魯

禁

響

奮

訟

訳

踊

飢

郵

づ

朝

賓

一 製

搬

巣

軌
道

（
線
路
）
を
は
ず
す
こ
と
に
な
り
　
万
円
で
住
宅
を
三
戸

（
一
戸

一
六
坪
）
　

ッ
キ
員
の
生
育
を
調
査
す
る
た
め
六
万

ま
し
た
の
で
、
こ
の
道
路
を
さ
ら
に
よ
　
を
建
て
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
円
の
予
算
を
み
こ
ん
で
い
ま
す
。
な
お

く
す
る

（幅
を
広
く
す
る
）
た
め
に
用
　
　
ま
た
、

県
水
産
試
験
場
の
十
三
指
導

一邸
万
と
十
三
は
ホ
ッ
キ
員
の
養
殖
地
と

地
を
買
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　

所
の
住
宅

も
県
か
ら
払
い
さ
げ
を
受
け
　
し
て
非
常
に
適
し
て
お
り
、
将
来
が
期

用
地
買
収
費
は
四
八
万
円
て
総
工
費
は
　
住
宅
に
転
用
す
る
よ
う
県
と
話
を
す
す
　
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

六
〇
〇
万
円
の
み
こ
み
で
す
。
　
　
　
　
め
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
＝
四
六
〇
Ｍ
の
饉
岸
工
事
が
終

村
の
側
溝
は
工
事
費
九
八
万
円
て
五
　
　
△
水
産
関
係
■
□

万
の
沖
合
い
に
ア

了
し
た
の
で
、
こ
れ
に
統
い
て
脇
元
海

〇
〇
ｙ

（場
所
未
定
）
を
行
な
う
予
定
　
ワ
ビ
の
稚
貝
三
、

七
五
〇
個
を
放
流
す
　
岸
の
七
〇
〇
所
が
近
く
着
工
さ
れ
る
】

・
出
か
せ
ぎ
者
保
護
対
策
費

一
一
万

・
消
防
貯
水
槽
新
設
二
〇
万

◎
年
度
内
に
実
施
予
定
の
も
の

・
肉
畜
増
殖
基
地
五

一
五
万

・
十
三
漁
港
物
揚
げ
場
三
〇
〇
万

（
四

十

一
年
度
五
六
四
万
）

・
十
三
小
、
中
学
校
給
食
施
設
二
〇
〇

万
・
脇
元

公
民
館
建
設

一
一〇
〇
万

（
追

加
）

＝
計
画
よ
り
三
年
短
縮
＝

体姉哺「裁螂『」け回時章赫姜［一（̈
紳赫い銀喉赤黎諄囃け鳩け罐

ま
し
た
。
こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
事
業
一
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
た
め
で
あ
り
、
い

い
か
え
れ
ば
住
民
の
要
求
が
そ
れ
ほ
ど

強
か

っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
二
千
三
百
万
円
と
い
う
当

時
の

一
年
間
の
予
算
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
大
き
な
赤
字
を
か
か
え
、
こ
れ
を
九

ヵ
年
、
昭
和
四
十
二
年
度
ま
で
に
全
部

な
く
す
る
計
回
を
た
て
て
き
た
わ
け
て

す
が
、
昭
和
三
十
七
年
度
で
二
ヵ
年
、

さ
ら
に
昭
和
三
十
九
年
度
で

一
ヵ
年
、

合
わ
せ
て
最
初
の
予
定
よ
り
三
ヵ
年
も

早
め
て
、
昭
和
三
十
九
年
度
で
二
千
三

百
万
円
の
赤
字
の
金
額
を
返
済
し
、
さ

こ
と
し
は
、
昨
年
以
上
に

天
侯
不
順
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
安
定
し
た
収
穫
が
で

き
る
よ
う
、
農
作
業
に
は
げ

む
と
と
も
に
五
月
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
稲
　
　
作

①

ト
ン
ネ
ル
式
畑
（
折
衷
）

苗
代
の
温
度
調
節
＝
晴
れ
た
日
は
、
か

な

い
ず
ビ

ニ
ー
ル
の
ス
ン
を
あ
げ
て
温

度
調
節
を
す
る
。
と
く
に
朝
九
時
こ
ろ

の
気
温

か
二
十
度
を
越
す
よ
う
な
と
き

・
三
平
方
済
あ
た
り

一
Ｗ
散
布
し
二
時

間
な
い
し
三
時
間
後
に
水
を
い
れ
る
。

④
畑
苗
代
で
の
除
草
剤
の
利
用
＝
主

要
雑
草
が
二
、
三
葉
に
な

っ
た
ら
三

・

三
平
方
研
あ
た
リ
ス
タ
ム
乳
剤

（
三
五

％
ビ

・
六
か
ら
二

ｃｃ
を
、
′Ｔ
″
む
機
の

と
き
は

一
屁
、
ミ
ス
ト
機
の
と
き
は
〇

・
三
脚
の
水
に
と
か
し
て
散
布
す
る
。

③
苗
代
末
期
の
害
虫
防
除
リ
ド
ロ
オ

イ
虫
、
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ

バ
エ
な
ど
の
害

虫
を
防
ぐ
た
め
、
苗
と
り
の
二
～
三
日

前
に
次
の
い
ず

■
か
を
散
布
す
る
。

刹
鰤

訴

げ

　

田

植

え

は

五

月

中

に

　

抑

韓

誇

ド

三
井
以
下
の
浅
水
と
す
る
。
ス
ソ
あ
げ

　

⑥

本
田
の
耕
起
κ
肥
＝
作
業
が
お
く
　
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
病
害
に
強
く
収
か
く

に
つ
い
て
は
、
強
い
風
に
よ

っ
て
ホ
ロ
　

れ
て
い

０
の
で
計
画
的
に
す
す
め
る
。
　

の
多
い

一
代
雑
種
を
、
大
豆
は
自
家
用

が
こ
わ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
　

　

耕
起
は
深
く
し
、
チ
ッ
ソ
質
の
肥
料
は
　
と
し
て
十
勝
長
葉
、
岩
手
二
号
な
ど
の

②
保
温
折
衷
苗
代
の
除
紙
＝
本
葉

一　

少
な
目
に
す
る
。
ま
た
田
植
え
は
五
月
　
品
種
を
選
ぶ
。

・
五
葉

（苗
長
五
霧
位
）
に
な

っ
た
ら
　
中
に
終
わ
る
よ
う
順
序
よ
く
作
業
を
す
　
　
③
テ
ン
サ
イ
の
間
切
＝
本
葉
二
枚
に

は
や
め
に
油
紙
や
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
を
取
　
す
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

っ
た
ら
、
間
切
ホ
ー
を
使

っ
て
株
間

り
除
き
二
日
か
ら
三
日
位
深
水
に
す
る
　
▽
畑
　
　
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一↓
位
と
し
て
間
切
り
す
る
。
地
力
の

③
根
元
が
、
か

っ
色
に
な
り
枯
死
し
　
　
①
ナ
タ
ネ
の
菌
核
病
防
除
に
つ
い
て
　
低
い
畑
で
は
株
間
を
近
目
に
し
株
数
を

て
い
る
苗
を
見
つ
け
た
ら
、
畑
苗
代
で
　
――
連
作
に
よ
り
年
々
発
生
が
多
く
な

っ
　
多
目
に
す
る
。

は
、
土
雲
消
毒
用
の
水
銀
剤
の

一
、
〇
　
て
い
る
の
で
、
開
花
の
最
盛
期
と
そ
の

〇
〇
倍
な
い
し
二
、
〇
〇
〇
倍
液
を
三
　
十
日
前
後
の
二
回
水
銀
剤
を
散
布
す
る

行楽 シーズ ンで す

季̈
節
の
し
お
り
一

じ

ま

り

と

層 |
帯

　

男

女

世

人

脇
元
の
護
岸
工
事
７００
月

-15-
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り も

徴
が
九

・
五
％
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し

た
し
、　
一
般
の
保
健
思
想
の
向
上
か
ら

診
療
所
、
病
院
の

利
用

回
数

（
受
診

率
）
お
よ
び

一
件
当
た
り
費
用
額

（
グ

ラ
フ
①
）
も
次
第
に
増
加
し
て
い
ま
す

そ
の
ほ
か
、
世
帯
主
の

一
部
負
担
割

り
合
い
を
五
割
か
ら
三
割
に
引
き
下
げ

た
こ
と
な
ど
の
た
め
に
、
村
全
一体
の
国

保
の
医
療
費
は
最
近
四
年
間
の
統
計
て

は
昭
和
三
十
六
年
度
の
七
、

〓

一
一
千

円
か

り
毎
年
三
〇
％
以
上
の
増
加
で
昭

和
三
十
九
年
度
で
は
約

一
六
、
九

一
七

千
円
に
達
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
昭
和

四
十
年
度
で
は

一
九
、
五
四
三
千
円
ほ

と
に
の
ぼ
る

つ
の
と
推
だ
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
に
よ

っ
て
、
当
然
村

の
負
担
す
る
額

（
保
険
者
負
担
）
も
ふ

え
て
、
昭
和
三
十
六
年
度
の
三
、
五
四

五
千
円
か
ら

昭
和
三
十
九
年
度
は

約

九
、

一
六
二
千
円
に
達
し
、
昭
和
四
十

年
度
で
は

一
〇
、
六
三
三
千
円
ほ
ど
に

な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
五
年
間
に
約

三
倍
に
な
る
見
込
み
で
す
。

（
グ
ラ
フ

当
村
で
は
保
険
税
は
昭
和
三
十
九
年

度
は

一
世
帯
当
た
り
平
均
四
、
五
〇
〇

円
て
し
た
が
、
年
度
末
の
決
算
見
込
み

で
は
約
二
五
〇
万
円
程
度
の
赤
字
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
て
昭
和
四
十
年
度
は
ど
う
し
て

も

一
世
帯
当
た
り
平
均
七
、
五
六
五
円

程
度
に
税
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
国
保

事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
度
か
ら
の

一
世
帯
当

た
り
の

『
医
療
費
の
額
」
と
、

こ
れ
に

対
す
る

『
村
の
負
担
額
』
お
よ
び

『
保

険
税
』
の
額
は
次
の
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

市̈

浦

晨

協
一

振
興
計
画
で
再
建

ヘ

昭
和
三
十

一
年
以
降
ぼ
う
大
な
赤
字

（
約
七
〇
〇
万
円
）
を
抱
え
て
事
実
上

７

一
組
合
に
転
落
し
た
邸

万
晨
協
が
激
変
す

第

一
る
農
業
近
代
化
の
要
請
に
応
え
き

ヽ
フ
と

昨
年
十
二
月

一
日
組
合
員
の
総
意
に
よ

り
合
併
し
振
興
計
画
を
樹
て
て
再
建
に

の
り
だ
し
た
。

去
る
二
月
に
は
、
県
の
合
併
促
進
条

例
と
市
浦
村
農
業
協
同
組
合
振
興
計
回

に
基
い
て
信
連
か
ら
は
五
〇
〇
余
万
円

号一卦爆な嚇腋赫“紅「（た脚呻摯円） の
合
併
経
営
資
金
が
貸
し
出
さ
れ
た
が

市
浦
村
で
も

こ
れ
の
利
子
補
助

一
一
四

万
円

（
う
ち
県
七
六
万
円
）
育
成
助
廣

金
と
し
て
三
五
〇
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
五

年
間
に
わ
け
て
援
助
す
る

こ
と
に
な

っ

た
。こ

れ
ら
の
援
助
を
テ

コ
に
共
済
事
業

な
ど
新
規
事
業
を
加
え
て
大
幅
に
事
業

を
廷
ば
し
、
六
年
間
に
七
〇
〇
万
円
の

赤
字
を
解
消
し
て
健
全
な
農
協
に
育
成

し
よ
う
と
す
る
の
が
計
画
の
ネ
ラ
イ
て

あ
る
が
、
前
途
は
必
ず
し

０
楽
観
を
許

さ
な
い
よ
う
だ
。

同
計
画
て
は
、
農
協
の
事
業
が
軌
道

に
の
る
合
併
第
二
年
度
か
ら
、
計
回
最

終
年
の
第
六
年
度
ま
で
に
毎
年
二
〇
〇

～
三
〇
〇
万
円
の
事
業
収
益
を
見
込
ん

て
い
る
が
、
こ
の
計
算
の
基
礎
に
は
貯

金
の
吸
収
を
二
、
〇
〇
〇
万
円
、
肥
料

農
薬
、
生
産
資
材
な
ど
の
購
買
事
業
を

一
、
五
〇
〇
万
円
、
米
の
集
荷

一
万
俵

共
済
契
約
二
、
〇
〇
〇
万
円
の
取
り
扱

い
を
そ
れ
ぞ
れ
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
単
協
の
取
り
扱
い

高
と
し
て
は
決
し
て
大
き
い
も
の
で
は

な
い
が
、
目
標
達
魔
ｒ
努
力
し
よ
う
と

意
気
込
ん
て
い
る
．

ま
た
組
合
経
営
を
円
滑
に
す
る
た
め

に
は
な
ん
と
し
て
も
自
日
資
金
の
造
成

が
必
要
で
あ
る
。
同
計
□
で
は
出
資
金

を
現
在
高

一
五
〇
万
円
か
ら
最
終
年
度

ま
で
に
は
三
〇
〇
万
円
に
倍
額
増
資
す

る
計
固
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
組
合

員
の
参
加
意
欲
の
パ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
ま
た
対
外
的
信
用
に
も
結
び

つ
く

こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
計
回
達
成
に
つ

い
て
組

合
員
に
強
く
働
き
か
け
る
意
向

の
よ
う
で
あ
る
。

▽
小
笠
原
組
合
長
の
話
＝
派
ば
つ
抗
争

の
激
し
い
本
村
に
お
け
る
農
協
の
再
建

は
か
な
り
の
難
事
業
で
あ
る
が
、
農
協

の
再
建
は
農
民
の
し
あ
わ
せ
に
直
接
つ

な
が
る
、
と
い
う

『
百
性
の
土
台
』
に

立

っ
て
、
も
の
こ
と
を
処
理
し
て
い
き

た
い
．
農
民
的
土
台
に
立
ち
、
私
心
を

捨
て
て
再
建
に
当
た
る
以
上
、
組
合
員

も
協
力
し
て
く
れ
る

も
の
と
思
う
。

①
本
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
年

齢
が
満
二
十
歳
に
逮
し
た
者

（
昭
和
十

九
年
十
二
昼

一十

一
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
）

②
年
齢
が
満
二
十
歳
以
上
で
本
村
の

区
域
内
に
住
所
を
有
し
た
者

（
昭
和
三

十
九
年
九
月
十
六
日
以
降
に
ほ
か
の
市

町
村
か
ら
本
村

へ
転
入
し
た
人
）

０

型

一一十
九
年
古

一日

一十
日
に

確
定
し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
か
ら
ら
れ

た
人

二
、

登
録
申
し
出
の
方
法

登
録
の
申
し
出
は
定
め
ら
れ
た
文
書

て
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
登
録
申
し
出
の
場
所

△
市
浦
村
役
場

（相
内
、
太
田
、
桂

川
地
区
）

△
脇
元

出
張
所

（脇
元
、
磯
松

地

区
）△

十
三
出
張
所

（十
三
地
区
）

な
お
、
登
録
申
し
出
書
は
、
役
場
、

出
張
所
に
そ
な
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
か

ら
該
当
す
る
方
は

ハ
ン

コ
を
持

っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
の
申
し
出

は
本
人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

本
人
が
で
き
な
い
と
き
は
、
同
層
の
規

族
が
か
わ

っ
て
属
け
出
が
で
き
ま
す
。

年
度
　
医
療
費
　
村
負
担
額
　
保
険
税

一　

法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
補
充
選
挙

３６
　
九
、
三
二
円
　
日
、
六
８
円
　
二
、口
吉
円

一
人
名
簿
の
登
録
申
し
出
は
次
の
要
件
を糠崚

蠍
一一

い
つ
て
も
で
き
る
登
録
申
し
出

―
補
充
選
挙
人
名
簿
―

(3国 ,馬雷轟の熙

(40,醐

以
後
の
税
額
は
、
従
来
に
比

べ
て
相
当

大
き
く
な
り
ま
す
が
、

ど
う
か
最
近
の

医
療
費
の
増
加
の
状
態
と
受
診
率
の
上

昇
な
ど
の
事
情
を
こ
理
解
く
だ
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
納
税
に
し
ゅ
う
ぶ
ん
の
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

巳
異
務
羮
引
一

こ
と
し
の
春
の
青
森
県

ベ
ビ
ー

コ
ン

ク
ー
ル
の
五
所
川
原
地
区
の
代
表
十
二

人
が

こ
の
ほ
と
き
ま
り
、
市
浦
村
か
ら

も
、
日

万
２

モ

藷

司

さ
生

吾

肩

浴

ち
ゃ
ん
、
相
内
の
村
山
八
四
郎
さ
ん
長

女
美
由
起
ち
ゃ
ん
の
二
人
が
、
晴
れ
の

県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。二

人
と
も
体
重
、
身
長
、
胸
囲
は
標

「明
る
く
、
正
し
い
選
挙
」

選
挙
を
よ
く
し
、
政
治
を
よ
く
す
る
　
名
称
に
切
り
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

運
動
と
し
て
公
明
選
挙
運
動
が
十
数
年
　
た
。

前
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
　
　
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ま
で
の

『
市
浦

の
運
動
に
規
し
み
を
持

っ
て
い
た
だ
く
　
村
公
明
選
挙
推
進
協
議
会
』
も
ち
か
く

た
め
に
自
治
省
選
挙
局
で
は
、
新
し
い
　
会
議
を
開
い
て

『
明
る
く
正
し
い
選
挙

名
称
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
　
推
進
協
議
会
』
と
名
称
が
か
わ
り
ま
す

ほ
ど

『
明
る
く
正
し
い
選
挙
』
と
い
う

一̈鼎拝
瓢
賊
品
鍵
鮨
聾
生
襲
鋲
愕
鼎
獅蒔
△青薫

準
よ
り
少
し
悪
い
が
、
母
乳
て
育

っ
て

い
る
の
で
、
ガ
ッ
チ
リ
し
た
よ
い
体
だ

と
五
所
川
原
保
健
所
の
所
長
さ
ん
は
、

し

ょ
う
ぶ
に
育
て
た
お
母
さ
ん
方
を
た

い

へ
ん
ほ
め
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
べ

・
ビ
「

コ
ン
ク
ー
ル
は
毎
年

春
と
秋
の
二
回
行
な

っ
て
お
り
ま
す
の

で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
診
査
、
育
児
の

相
談
の
た
め
に
０
今
後
は
ど
し
と
し
参

加
し
て
く
だ
さ
い
．

内
部
疾
患

や
精
神
病
者

に
も
障
害
福
祉
年
金

昨
年
八
月

一
日
か
ら
、
国
民
年
金
法

の
障
害
福
祉
年
金
の
支
給
対
象
範
囲
に

い
ま
ま
で
の
目
が
全
く
見
え
な
い
、
耳

が
全
く
聞
え
な
い
と
か
肢
体
不
自
由
な

ど
の
外
部
障
害
に
次
の
よ
う
な
障
害
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
結
核
に
よ
る
身
体
機
能
障
害

二
、
結
核
に
よ
る
長
期
の
安
静
を
必

要
と
す
る
病
状

三
、
非
結
核
性
の
呼
吸
器
の
機
能
障

害
四
、
精
神
の
障
害

（
異
常
性
格
、
ノ

イ

ロ
ー
ゼ

お
よ
び

精
神

薄
弱

を
の
ぞ

く
）そ

の
障
害
の
状
態
が
、
障
害
の
原
因

と
な

っ
た
疾
患
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て

医
師
の
診
療
を
う
け
た
日
か
ら
三
年
た

っ
た
日

（そ
の
日
よ
り
前
の
日
に
お
い

て
将
来
と
も
好
転
す
る
可
能
の
な
い
も

の
は
そ
の
日
）
に
お
い
て
日
常
生
活
が

自
分

一
人
で
は
で
き
な
い
程
度
で
あ
る

二
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人
が
障
害

福
祉
年
金
の
支
給
対
領
と
な
り
年
額
二

万

一
千
六
百
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
役
場
に
備

え
て
あ
る
障
害
福
祉
年
金
裁
定
請
求
書

に
障
害
の
程
度
に
つ
い
て
の
医
師
の
診

断
書
を
添

え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

本
人
ま
た
は
、
身
寄
り
の
方
、
近
隣

の
方
で
こ
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
人
が

自
宅
や
病
院
に
い
ま
し
た
ら
直
ち
に

役

場

へ
問
い
合
わ
せ
支
給
の
手
続
き
を
と

る
よ
う
す
す
め
て
下
さ
い
。

母
子
衛
生
の
し
ご
と

い
ま
ま
で
、
保
健
所
で
や

っ
て
い
た

母
子
衛
生
の
仕
事
を
こ
ん
ど
村
で
や
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

母
子
衛
生
と
は
、
健
康
な
子
と
も
を

育
て
る
た
め
妊
産
婦
の
検
診
や
乳
幼
児

の
健
康
診
査
を
行
な
う
こ
と
な
ど
が
大

き
な
仕
事
で
す
。

そ
こ
で
ヽ
村
で
は
こ
の
ほ
ど
、
五
所

川
原
保
健
所
長
は
じ
め
村
の
関
係
者
に

あ
つ
ま

っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の

市
浦
村
の
母
子
衛
生
の
仕
事
に
つ
い
て

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
保
健
所
か
ら
毎
月

三
日
間
保
健
婦
に
き
て
も
ら
い
、
乳
幼

児
の
検
診
、
妊
産
婦
の
検
診
、
三
歳
児

の
健
康
診
査
、
家
族
計
画
、
母
子
栄
養

強
化
事
業
な
ど
の
指
導
に
あ
た

っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
浦
村

へ
毎
月
き
て
い
た
だ

く
保
健
婦
は
、
岡
本

ヨ
ヱ
ノ
さ
ん
と
桑

田
静
さ
ん
の
二
人
で
す
。
訪
間
の
と
き

は
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
と
し
と
し
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

役

場

の

人

事

異

動

（四
月

一
日
付
）

△
総
務
課
長
＝
山
田
勝
明
△
税
務
課

長
＝
成
田
義
衛
△
産
業
経
済
課
長
＝
工

藤
誠

一
郎

◇
春
の
大
掃
除
検
査

春
の
大
掃
除
は
、
四
月

十
九
日
か
ら
四
月
二
十
日

ま
で
に
終
わ
る
よ
う
お
知

ら
せ
し
て
あ
り
ｔ
す
が
、

巡
回
指
導
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
火
た
き
場
の
検

査
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
い

ま
す
。

△
五
月
六
日
、
七
日
＝
相
内
地
区

△
二
月
八
日
＝
脇
元
地
区

△
五
月
十
日
＝
磯
松
地
区

△
五
月
十

一
日
＝
十
三
地
区

△
二
月
十
二
日
Ｕ
太
田
地
区

今 月 の 納 税
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